
　

　

　　

 所得税における寄附金控除は所得控除となっており、以下のように計算します。

 渦潮 太郎さん の場合は　　<  寄附金の額  >　　　<  総所得金額等の合計額　の　４０ ％  >

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３０,０００円　　　と　　　　　３,４６０,０００円　 　　　× 　４０ ％

 を比較して３０,０００円の方が小さいので３０,０００円から２,０００円を差し引いた ２８,０００円が太郎さんの寄附金控除の額となります。

　会社員　渦潮 太郎さん のケース　　　　ふるさと納税の額　　３万円

　家族構成　　　　　　妻　　　　　　　　　　   収　　入　　　　　　　　給与収入（年末調整済）
　申告に必要な添付書類は、２４年分の給与所得の源泉徴収票(原本）と

　ふるさと納税の「寄附金受領証明書」です。

寄附金控除額  寄附金の額  総所得金額等の合計額の４０％ のどちらか低い額　－　２,０００円と

 住民税における寄附金控除は従来からある基本控除と、２０年度から創設された特例控除があります。それぞれ以下のように計算します。

 渦潮 太郎さん の場合、基本控除が２,８００円、特例控除が２２,４００円となります。

 ※特例控除は住民税所得割の1割を上限とし、寄附金控除の対象となる寄附金は、総所得金額等の３０％が限度額となっています。

 （ 基本控除 ） ＝ （ 寄附金全体の額 － ２,０００円 ） × １０％

 （ 特例控除 ） ＝ （ ふるさと納税の額 － ２,０００円 ） × （ ９０％ － 所得税の限界税率（０～４０％＊） ）

 ＊所得税の限界税率とは、寄附者に適用される所得税の最も高い税率です。太郎さんの場合、所得税の課税標準額が

 　 １９５万円を越え３３０万円以下の２,１１７,０００円なので１０％となります。

確定申告書確定申告書確定申告書確定申告書のののの記入見本記入見本記入見本記入見本（（（（A様式様式様式様式のののの場合場合場合場合））））

　＜２４年分の源泉徴収票＞

<<添付書類>>

＜ふるさと納税の寄附金受領証明書＞

 寄附金控除の欄には領収書に記載されている、

 ふるさと納税額３０,０００円と寄附先の所在地と

 名称を記載します。

 ※ふるさと納税以外に寄附金がある場合は、そ

 れも合わせた合計額を記入してください。

 寄附金の内訳を記入する欄で、ふるさと納税額３０,０００円

 は「都道府県、市町村区分」に記入します。

 ※ふるさと納税以外に寄附金がある場合は、それらの内訳

 も記入して下さい。
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